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３月19（土）、20（日）の両日に大船渡市内で開催される全国椿サミット三陸・大船渡大会に合わせ、同市のふるさと
大使を務めるアカペラユニット・ＸＵＸＵ（しゅしゅ）が「ｃａｍｅｌｌｉａ～椿のうた～」を制作した。歌詞には花弁が重なり
合って咲くツバキの姿から発想を広げ、人々が支え合う大切さなどを込めた。大船渡の新・ｽなＰＲソングとして、今
後の多彩な活用が期待されている。さんりく・大船渡ふるさと大使も務め、市内の名所を巡るなど、観光振興への
意欲にも溢れている。親交が深い市観光物産協会などが「サミットに合わせて楽曲を作ってほしい」と打診していた。 
楽曲はメンバーの一人で、親族に気仙出身者がいるというｙｕｍｉさんが作詞・作曲を担当。赤と白それぞれに付け
られている花言葉や、末崎町にある三面椿なども歌詞に織り込んだ。 重なり合うツバキの花弁からイメージを広
げ「ツバキを愛する人々が手をつなぎ、輪になって支え合ってほしい」といったメッセージが含まれているという。可
憐に咲く花と同様、さりげなく「椿のまち・大船渡」をＰＲする内容となっている。 
 声だけのアカペラでアレンジされた楽曲は、14日に市内で行われた椿サミット実行委会合の場で初めて披露され
た。関係者は、情感豊かなメロディーと透明感溢れる４人のハーモニーに聞き入った。 披露後は拍手がわき起こ
り、早くも気に入った様子。イベントでは開催後の盛り上げ継続も課題とされるが「小中高生の合唱ソングとして広
がってくれれば」といった期待の声も寄せられていた。 サミットに合わせ「オラ！サンマ！」なども収録したＣＤを製
作し、全国各地から予想される来訪者に贈呈・販売することでイベント成功につなげたい考え。ＸＵＸＵは来月19日
にリアスホールで行われるサミットのオープニングに登場し、楽曲披露を予定している。 
 今後の楽曲使用は、市観光物産協会側に任せられているという。同協会では「心温まる楽曲を制作していただき、
うれしい限り。この楽曲を生かし『椿のまち・大船渡』をさらに発展できるコラボレーションが生まれてくれれば」と話
している。国内外でステージに立つ４人組のＸＵＸＵは、大船渡産サンマをＰＲするアカペラソング「オラ！サンマ！」
を制作し、その後も市内の各種イベントに参加。昨年８月には市民文化会館・リアスホールで単独ライブを行い、好
評を博した。 
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